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Abstract
This research examined Australia and Japan in the ATP rankings and the international 
tournaments held in the past 20 years. Australia has seen a lot of successful players in the 1990s, 
this number decreased for a while, and has increased again since 2010. There were few Japanese 
players who reach the top 100 in the 1990s, but has seen since 2009. International tournament 
competition number are increasing since 2004 in both countries. Australia had a friendly system 
and education, when encouraged players to compete in the tournament. Japan is strengthening 
players due to the increase of the futures tournament and increased the ATP rankings holders.






選手）が 1992 年に ATP（Association of Tennis 
Professionals）ランキング注１）64 位を記録してい

















選手、Patrick Rafter 選手（以下：Rafter 選手）、
Lleyton Hewitt 選 手（ 以 下：Hewitt 選 手 ） が
ATP ランキング 1 位を経験している時期である。

































がある。2015 年シーズンのオーストラリアの John 
Millman 選手（以下：Millman 選手）（2015.12.28 ラ
ンキング 74 位）は移動距離 126,035km、移動時間
170.48 時間（7 日 2 時間 48 分）、14 カ国を転戦して
いる。Millman 選手は「選手はタフでないといけな
い、ホテルが無くて空港で寝ることもある」と述










出 に 関 し て は ATP Tour の HP（http://www.
atpworldtour.com/）より、1996 年から 2015 年の
各年最終ランキングを対象とした。また、Futures
大 会・Challengers 大 会・Grand Prise 大 会 数 に




２）ATP ランキング　1 位から 10 位、1 位から










年以降錦織選手が 50 位以内おり、2014 年からは
TOP10 位以内を維持している。錦織選手以外の
トップ選手では 100 位から 200 位前後におり、
Grand Slam 大会の本戦に出場できるかできないか
のランキングが日本のトップの現状であった。
　オーストラリアでは 1996 年ごろから常に TOP50
位に選手がおり、2001、2002 年には Hewitt 選手が
ATP ランキング 1 位についていた。しかし、ここ
数年は Hewitt 選手のランキンが下がってきた後
の選手が 50 位前後にいる状況である。しかし、
2015 年に Berned Tmic 選手（以下：Tmic 選手）
が18位とTOP10位以内が見えてきた状況にある。
３．２.　各国 ATP ランキング獲得人数について
　図 1 から図 5 は各国の ATP ランキングの推移
である。1 位から 10 位までの人数をみてみると、
オーストラリアは 1996 年から 2005 年までの 10 年間
TOP10 の選手がおり、2001 年には 2 名（ Hewitt 選
手と Rafter 選手）がいた。日本は 2014 年から錦織
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選手が TOP10 を維持している状況であった（図 1）。
　1 位から 50 位までをみてみると、オーストラ
リアは 1996 年から複数の TOP50 の選手がおり、
多いときは 4 名の選手がみられた。2010 年に一時
50 位以内の選手がみられなくなったが、2015 年は
2 名（ Tomic 選手と Nick Kyrigios 選手（以下：
Kyrgios 選手））の選手が TOP50 入をしていた。
日本は錦織選手が活躍し始めた 2011 年からみられ
た（図 2）。
　1 位から 100 位までをみてみると、オーストラ
リアは 1996 年から 10 年間は複数名、多いときは
9 名の選手が TOP100 位までにみられた、しかし、
2004 年ごろに一時低迷した時期もあったが、近年
は 5 名の選手が TOP100 にみられるようになって
いた。日本は 2010 年から錦織選手以外の選手が
100 位以内にみられることがあった（図 3）。 
　1 位から 200 位までをみてみると、オーストラ
リアでは 1996 年ごろは 10 名以上の選手がみら
図 3　各年の 1 位から 100 位までの選手数の比較
図 2　各年における 1 位から 50 位までの選手数の比較
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れ、2002 年ごろから 6 名前後を維持していたが
2012 年以降 200 位以内の選手が増加し、2014、
2015 年と 10 名の選手が 200 位以内にみられた。
日本も人数こそ異なるが同じように 1996 年ごろは









増やし、現在は 70 名近い選手が ATP ランキン
グ保持者となっている（図 5）。
図 5　各年の ATP ランキング保持者の比較
図 4　各年の 1 位から 200 位までの選手数の比較
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３．３.　Futures 大会・Challengers 大会・Grand 
Prise 大会の大会数について
　 図 ６ は Futures 大 会・Challengers 大 会・
Grand Prise 大会の大会数の比較であるが、Grand 
Prise 大 会（ オ ー ス ト ラ リ ア 2 大 会（Brisbane, 





ラリア 6 大会、日本 7 大会であったが、2005 年
はオーストラリア 11 大会、日本 10 大会と大幅
増となっていた。その後、オーストラリアは 13
大会、日本 12 大会まで増えたが、2015 年はオー
ストラリア 11 大会、日本 8 大会となっている。
　Challenger 大会は、オーストラリアは 2008
年 以 降、 日 本 は 2006 年 以 降 徐 々 に 増 加 し、
2015 年はオーストラリア 5 大会、日本 4 大会と
なっている。
Ⅳ．考察
　オーストラリアと日本の 1996 年からの 20 年
間の Pro Tour の軌跡を調べるために、ATP ラン
キングの選手数、開催大会数を分析した結果、
2010 年 前 後 に ATP ラ ン キ ン グ 保 持 者 の 数、
2004 年前後に開催大会数で変化がみられた。
 　Grand Slam 大会及び Grand Prise 大会であれ
ばおよそ 100 位以内、Challengers 大会であれ













図 6　Futures 大会と Challenger 大会数の比較






Kyrgios 選 手 は 1995 年 生 ま れ の 21 歳、 現 在
ATP ランキング 14 位（2016 年 10 月 10 日付）
である。Kyrgios 選手は 2013 年全豪オープンジュ
ニアに優勝後、プロ転向をしている。このよう
に若い選手が活躍している背景には、National 
Academy(NA) がある。これは元 ATP ランキン





て い る。Tennis Australia Annual Report 2014-
2015 によると各州から選抜された 10 歳から 15




図 7　UQ Sport のキッズ・プログラム
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Tennis Hot Shot Program を 作 成 し て い る。 こ
のプログラムはいわゆる Play ＆ Stay 注 4）のこと
で、ジュニアテニスでは各年齢、スキルに合わ
せて指導を行っている（図 7）。Tennis Australia 






12 歳以下の大会（2016 年）は 217 大会なの
に対して 18 歳以下の試合は 89 大会と非常に少
な く な る（Tennis Australia, http://www.tennis.
com.au/）。「これはオーストラリアのテニス・
教育のシステムによるもの」と大谷敦氏（Peter 





























とで Hewitt 選手などは 15、16 歳から ATP ラン
キングを持つレベルに達していることが可能で
ある」と Hewitt 選手をコーチした Peter Smith注 5）
氏も述べている。




















2015 年より MEIKEI Open Tennis としてスター
トしている。このように大学主体で開催してい
る Futures 大会が学校の休み期間である 3 月か


















　しかし、Grand Slam 大会及び Grand Prise 大
会に出場可能なランキング 100 位、Challengers
大会に出場可能な 300 位、Futures 大会に出場
可能な 700 位を見てみると、それぞれ 100 位
611 ポ イ ン ト、300 位 160 ポ イ ン ト、700 位











ているが、TOP10 に入るような選手は 18 歳ま
でに国際大会に 30 大会以上出場している。また
早い段階で Grand Prise 大会に出場し、Futures 
大会・Challengers 大会は約 50 大会ぐらいで出
場しなくなっている（森井ら ,2011）。よって、















１） オーストラリアでは 1996 年から 2005 年ま
で、日本では 2014 年以降に TOP10 位以内
の選手がみられた。




３） 1 位から 100 位までの選手数では、オース




４） 1 位から 200 位までの選手数では、オース
トラリアは 1990 年代には 10 名以上の選手
がみられ一時６名まで減少したが、2011 年
以降増加していた。日本は 1990 年代には 6







６） 開催大会では両国とも 2004 年以降 Futures






Futures 大会の増加による選手強化により ATP ラ
ンキング保持者の増加につながった。
　 よ っ て 両 国 と も 次 の ス テ ッ プ、 す な わ ち










得した ATP ポイントの合計に基づいて ATP





各試合は 5 セット・マッチで行われる。第 1
日目はシングルス 2 試合、第 2 日目はダブ








３） Futures 大 会・Challengers 大 会・Grand 
Prise 大会・Grand Slam 大会
 ATP テニスランキングの対象となる大会で、
Futures 大会から Grand Slam 大会まで大き
く 4 段階にわけられている。
 Grand Slam 大会：1 月の Australian Open、
5 月 の French Open、6 月 の Wimbledon、
8 月 の US Open の 4 大 会 を 指 し て い る。
こ の 4 大 会 は ATP と は 別 団 体 で あ る ITF
（International Tennis Federation） の 管 轄
である。また賞金、獲得 ATP ポイントとも
に大きな大会である。








る賞金総額が 25,000 ドル以上 150,000 ド
ル以下の大会になる。




Futures 大会は 10,000 ドル以上 25,000 ド
ル 以 下 と な っ て い る ）。（ATP World Tour, 
http://www.atpworldtour.com/）
4） Play & Stay










（Tennis Play & Stay, http://www.jta-tennis.
or.jp/playandstay/tabid/406/default.aspx）。
5） Peter Smith
　  Hewitt 選 手 の コ ー チ で、1998・1999 年 の
オーストラリアテニスコーチ・オブ・ザ・イ






幸 教 授 」「Peter Smith Tennis Academy　Peter 
Smith 氏、大谷敦氏」に心より感謝申し上げます。
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